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《オンライン成果発表会シ

春日時/ 令和2 年1 1 月1 1 日（水）

発表内容 ングコースの塾屯た
ちは「自己変平と組織t S 献」をテーマに、

. 3 ヶ月問、自分とド・I き合い、周囲へのインタ

ビューやブルーブワークを弔ねながらI r J 分

らしく組織にH 献していくための方法を

考えてきました。

オンラインによる成果允表には、スキル

アッブコースの塾1 や受講企榮の担当者

なども参加し、5 チーム1 6 名が、「自分らしく

組織に貞献する「1 ' I 分ブランK を確立する

ためのアクションブラン」を発表しました。

自己変革
安迅咬の主分を[ 匕乃キャッチコビ— 」としてプしセ- ンテーシ: ヨン,

を変革し、組端にとってどのような今: 右；. 二なるのかを斧弄した<

・島田$ 青美 くアルビス株式会社>

みんなを活ピブ助ける人

周n を活苑させらn るリーダーを月m し、F たi こ跳戰したいことや、更践しぐみて哉かつたこと-

問題ラ苔をH ぐ5 こ訝することで、□ラの強みを: 包めまた、組唸に対して、レジチーフの貶力^

上に吻: 寸た入j 4 m V 5 ! 向を車冥する：

拳山本ネ□，恵（株式会社アイペック>

なんでるチャレンジ、いつでち太隔のようi こ

周回抒ら呼られ、常; こ全仏最を考え吻W を利汐で? るリ- ダーを目1 B - ; > て、未辟韻の某務: こ

チV レンジす〇など嗟験を福むことでL J 1 = : こつな・: ずる >  また、周『: と迂す時楚を增や く ことで

せ邑のささいな変化: こ穿, づき、式近な，ポ- 卜を行う。

  ・中谷 郁（特$ 医療法人財団五省会介没老人保健施段みどり苑）
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・日時令和2 年1 1 月1 1 日（水） ・場所/ オンライン開催

成果発表会/ フィードバック

アクションラー= ンブコースの塾生による成果発表会終了後、フイードバック

のためのグループワークを実施しました。

発表者はプレゼンテーションを通して考えたこと、さらなる課題について、

聴講者（企冥担当者、アドバイザー、スキルアップコース塾生）は発表を聞いた

感想やS 見、アドバイスなどを話しました。

インポスター症侯群をテーマにしたグループでは「またg 分に自信がな<

なったらどうすればフ」という質問に、上司の; 5 が「写信がなくなった自分を受

け止められる人だからこそ向じように悩んでいる人のサポートができる」と、力

強 くフィードバックするシーンもあり、グループごとに活発な話し合いが展開さ

れました。

曇日時/ 令和2 年1 1 月2 6 日（木） ・場所, オンライン開催

オンライン・ネットワーク勉強会

公開講演会に続き、スキルアップコースとアクションラーニングコースの塾

生によるブループディスカッションを行いました。

塾生たちは、講演会をきいて感じたことや当塾での学びを今後のキャリア

にどう活かして実践するかについて話し合いました。K 後に受講の集大成とし

て、卒殆後半年の間に取り組んでみたいこと、達成できるよう頑張りたいこと

を「半年プチ目標」として宣S 。気持ちを引き締めた流れで修了式に臨みまし

・場所バオンライン開催

オンライン修了式

はじめに津田康志□山県理事・総合政策局

次長が「当塾でt g つた知識とスキル、ネット

ワークを活かし、ロールモデルとして活S され

ることを期待する」と挨拶を述べ、オンライン

で参加した帛生たちが見守る中、各コースの

代表者に修了証® を授与しました。

アドバイザー埃拶として、光地富子氏からは

「楽し く仕事をする姿は人を惹きつける。壁

や失敗があっても前向きに頑張ってほしい」、

高橋傳子氏は「この3 ヶ月の経験を粹にした活

躍を期待する」とのエールをいただ¢ ました。

最後に塾生を代表し、スキルアップコース・

含又乃梨子さん（株式会社インテック）がr 当

夢で学んだスキルやアイデアを今後に活かし

たい」、アクションラー= ングコース・伊藤貢

由美さん（株式会社富山第一銀行）が「それぞ

れの立場で成S し、富山県に恩返しを」と挨

拶。オンラインで参加した塾生たちの晴れや

かな表情がモニターに映し出され、拍手に包

まれながら・( 咳了式を終えました。
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